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■
今
年
は
忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
４
連
日

飲
み
会
が
続
き
ま
す
。
体
重
計
に
乗
る
の
が
ち

ょ
っ
と
怖
い
で
す
が
、
平
和
に
楽
し
く
過
ご
せ

て
、
す
ご
く
幸
せ
だ
な
〜
っ
て
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

橋
爪　

麻
美
さ
ん

（
大
阪
府
職
労
）

■
定
年
が
近
づ
き
ギ
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
毎

日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

藤
田　

恵
次
さ
ん

（
堺
市
職
労
）

■
女
性
の
活
躍
が
紙
面
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま

す
。
と
っ
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

 

鷺
ノ
森　

和
也
さ
ん

（
東
大
阪
市
職
労
）

■
今
年
も
庭
の
柚
子
に
た
く
さ
ん
実
が
な
っ
た

の
で
、
職
場
の
皆
さ
ん
に
お
す
そ
分
け
。
我
が

家
で
は
、
自
家
製
ゆ
ず
ポ
ン
酢
で
鍋
を
食
べ
た

り
、
漬
物
に
入
れ
た
り
、
柚
子
風
呂
に
し
た
り

と
、
冬
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
残
っ
た
分
は
、
丸
ご
と
冷
凍
す
る
の

で
、
一
年
中
楽
し
め
ま
す
。

　
　
　

佐
野　

真
奈
美
さ
ん

（
吹
田
市
職
労
）

■
や
っ
と
、
子
ど
も
が
社
会
人
に
な
り
家
を
で

ま
す
。
こ
れ
か
ら
妻
さ
ん
と
４
月
か
ら
２
人
の

生
活
が
始
ま
り
ま
す
（
少
し
緊
張
）。
好
き
な

旅
行
に
行
け
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　

寺
岡　

猛
生
さ
ん

（
堺
市
職
労
）

■
道
の
駅
で
形
の
悪
い
大
根
が
１
０
０
円
だ
っ

た
の
で
買
い
ま
し
た
。
早
速
切
り
干
し
大
根
に

し
て
冷
凍
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

市
川　

悦
久
さ
ん

（
松
原
市
職
労
）

■
年
末
・
年
始
は
６
日
間
と
も
い
い
お
天
気

で
、
穏
や
か
な
一
年
の
始
ま
り
で
し
た
ね
〜

　
　
　

高
津　

秀
夫
さ
ん

（
大
阪
府
職
労
）

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
蹴
る
こ
と
。
○
○
○
ボ
ク
シ
ン
グ

❹
野
球
で
二
塁
。
ま
た
、
二
塁
手

❼
合
点
○
○
○
○
の
助

❾
子
ど
も
が
好
き
な
○
○
ダ
ル
マ
、
○

○
合
戦

10
台
風
の
○
○
で
波
が
高
い

12
万
の
一
万
倍

13
衣
服
を
着
替
え
る
た
め
の
部
屋

15
ヨ
コ
９
が
積
も
る
と
一
面
の
○
○
○

○
○
に

17
近
畿
〇
〇
四
県

18
つ
が
い
、
ペ
ア

19
来
年
の
エ
ト

21
野
球
の
球
審
。
副
審
の
対
語

23
台
所
、
調
理
場
を
英
語
で

24
イ
タ
チ
の
近
縁
で
高
価
な
毛
皮
獣

タ
テ
の
カ
ギ

❶
奇
策
で
敵
を
襲
撃
す
る
こ
と

❷
弱
気
↑
↓

❸
色
即
是
〇
○

❺
負
け
る
が
〇
〇

❻
履
き
物
を
履
い
た
ま
ま
の
足

❽
空
調
と
は
空
気
○
○
○
○
○
の
略
語

11
俳
諧
を
職
業
と
す
る
人

12
な
か
な
か
〇
〇
な
味
だ

13
精
も
〇
〇
も
尽
き
果
て
た

14
自
分
の
意
見
、
私
見
。
〇
〇
を
さ
し

は
さ
む

15
義
理
の
父
、
配
偶
者
の
父

16
飲
み
物
。
ソ
フ
ト
○
○
○
○

17
職
に
就
い
て
い
る
年
限
。
○
○
○
満

了
19
大
都
市
の
中
心
部
。
東
京
都
の
中
心

20
ア
ブ
〇
〇
取
ら
ず

22
〇
〇
に
矢
を
つ
が
え
る

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｊの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：地域によっては落花生や餅を使う場合も

本庁の新入組合員も参加し
合同で2016年旗びらき

（藤井寺市職労・藤柏学給労）

れたうたごえサークル“ハートランド”と子どもたちが
ステージに立ち、優しいうたごえで会場を包み込んだ
後、保育所に配属された１年目の組合員９人が「今年
の決意」を照れながらの披露に、会場から拍手での激
励がありました。司会者から、今年は事務職で２人の
組合員の加入があったこと、病院で再加入があったこ
とが報告されると、会場から拍手が起きました。
　お待ちかねの福引では、「当たって！」と会場の組
合員が手に持った半券とにらめっこし、一等（一眼レ
フカメラ）から「共済に入りま賞」などの当選者が決
まるたびに喜びの声が上がり、たくさんの笑顔の中で
旗びらきは幕を閉じました。

　１月22日の藤井寺市民会館で、オープニングの太鼓
サークル「響」による「楽」と「海のお囃子」の和太
鼓演奏で始まった藤井寺市職労・藤柏学給労合同の
2016年旗びらき。仕事を終え集まった大勢の組合員の
仲間の笑顔のなかですすめられました。
　安田恵美委員長のあいさつに続き、来賓として松浦
信孝副市長からは、「労使ぶつかり合うこともあるけ
れども、市民のために一緒に藤井寺市を良くしていき
ましょう」とエールが送られました。
　司会者から「日本のうたごえ祭典の常連」と紹介さ
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★詳細は組合事務所までお問い合わせください★詳細は組合事務所までお問い合わせください

タシツ　イナズマ
ニユウシ　カ　ツ
オウ　ヨキ　ゴリ
リ　トウジヨウ　
　ボウチユウ　マ
カツ　クウ　ジン
ン　チ　キツサキ
サギヨウ　リクツ

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
職
場

名
」「
氏
名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、

メ
ー
ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご

と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一
言

は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０-

０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区

天
神
橋
一
丁
目
13
番
15
号　

大
阪
グ

リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

n
akam

a@
osaka-jich

iroren
.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
３
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
６

年
４
月
号
の
紙
面
に
掲
載

11
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
５
年
11
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」
の
正
解
は
「
キ
ョ
ウ
サ
イ

カ
ニ
ュ
ウ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
は

が
き
20
通
、
メ
ー
ル
23
通
合
計
43
人
か

ら
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で

次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
橋
爪
麻
美
（
大
阪
府
職
労
）
▼
寺
岡

猛
生
（
堺
市
職
労
）
▼
市
川
悦
久
（
松

原
市
職
労
）
▼
森
田
正
広
（
寝
屋
川
市

職
労
）
▼
佐
野
真
奈
美
（
吹
田
市
職

労
） 11月号の解答

「キョウサイカニュウ」

個人賠償責任共済

　制度導入時から毎年更新し、ずっと個人賠償責任共済に入
っています。でも、まさか自分が利用するとは思っていませ
んでした。
　私の母親は病気で体が少し不自由になったため、近所のス
ーパーや病院へはシニアカー（福祉用電動三輪車）を利用し
ています。昨年末、近所のスーパーへ買い物に行ったとき、
体調が悪かったこともあり、運転操作を誤ってしまい、スー
パーの自動扉に衝突してガラスを破損させる事故を起こしま
した。母親自身は保険等に加入していませんでしたので「弁
償費用がいくらかかるのだろう」と、とても不安でした。
　その時に自治労連個人賠償責任共済のことを思い出し、聞
いてみると家族も補償対象で、シニアカーや電動自転車によ
る事故の補償も対象となるとのことでした。
　その後、スーパー側との交渉や支払い手続きもすべて代行
していただき、約16万円の賠償金すべて共済で支払っていた
だきました。
　あまり深く考えて入っていたわけではありませんが「個人
賠償責任共済に入っててよかった」と心から思っています。

　日常のあっ！という事故を補償する個人賠
償責任共済の新規・継続募集を３月上旬まで
行っています。
　賠償事故の発生頻度はまれでも、損害賠償
リスクは家計貯蓄では対応不可能な事態に陥
る可能性があります。特に大阪は、自転車に
関わる人身事故が全国最多となっています。
相手に対する賠償は、個人賠償責任共済、自
分や家族の保障にはセット共済で備えましょ
う。

共済に入っててよかった！

大阪府職労　小松康則さん

■■最高賠償額1億円（日本国内のみ）最高賠償額1億円（日本国内のみ）
■■組合員と生計を共にする組合員と生計を共にする
　同居の親族と別居の　同居の親族と別居の
　未婚の子まで補償　未婚の子まで補償
　します　します
■■年間掛金1,000円　年間掛金1,000円　
■■示談代行付示談代行付


